
第２部
新規・主要事業の動向



20  ■  日科技連80周年史　

TQM・品質管理

1
「トヨタ流・自工程完結」シリーズセミナー
：やり直しを無くしモチベーションがあがる仕事の進め方

仕事を定義していくうえで重要となるのは，
「確認する作業」と「決定する作業」の連鎖を
明確にし，ゴールから遡って手順を作成するこ
とである．その手順に従い仕事を進め，自分の
仕事が正しいか，そうでないかを判断しながら
遂行できるように，トヨタ自動車の「自工程完
結」の本質や考え方を取り入れ，自社に展開し
やすいよう演習を交えながら実践的に理解する
ことを目的に2016年に1日コースを開設した．
2017年に「トヨタ流・自工程完結」シリーズ
が増えたことに伴い，2018年「トヨタ流・自
工程完結」シリーズセミナー：段取り力向上」
と名称を変え，現在に至る．

［講師］
トヨタ自動車㈱認定講師
：再発防止
トヨタ自動車で取り組んでいる仕事のメカニ

ズムを追求することによる効果的な再発防止の
進め方や，推進部署に求められる再発防止の視
点について，演習を交えて習得する１日コース
として2017年に開設し，現在に至る．

［内容］
再発防止の位置づけ，不具合対策と再発防止，

推進部署による再発防止手順，共有化と標準化
等

：プロセス改善
トヨタ自動車で取り組んでいる自工程完結の

考え方を活かした「プロセス改善」を通じて，
業務の失敗に対する改善策について講義から自
職場での実践方法を習得する1日コースとして
2017年に開設し，現在に至る．

［内容］
ムダや気遣い作業をなくすために① プロセ

スの見える化，② 攻め所の特定と対策立案，

攻め所を見つける７つの視点③ 演習を通して
確実に理解する等

2
監督者・リーダーのための
ものづくり改善教室

　人材はわが国の最も重要な経営資源であり，
とくにものづくりの現場では「人間の力」が土
台（基礎）となり，「現場力」「実現力」（目標
達成する力）が積み重なり，はじめて経営に貢
献できるものづくり現場となる．
　監督者・現場リーダー必須の「３S・３定」

「ムダ取り」「標準化」の３つに絞り込んだ内容
で，職場の悩みや疑問に対し，経験豊富な講師
陣から的確なアドバイスを提供する．ものづく
り現場の人材育成，改善手法の習得・レベルアッ
プを図る２日間コースとして2016年に開設し，
2017年度まで実施した．

3
組織力向上のためのリーダーシップ・
マネジメントセミナー

リーダーシップやマネジメントが形骸化・マ
ニュアル化していくことに伴い，仕事の設計や
その先を創造することができない「定形型人材」
が増えている．精神論ベースのリーダーシップ
研修では，根本を変えることができない．

本セミナーでは，定形型人材の増えた背景と
原因を論理的に解き明かし，そこから今のリー
ダーに必要なこと（考え方，行動）を３つの視
点から導き出し，聞く人が納得することが，明
日のリーダーの行動を変える一番の特効薬とな
ることを伝える半日コースとして2016年に開
設し，現在に至る．

［講師］
濱口哲也氏（東京大学大学院）
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4
品質管理活動と不良削減の
進め方セミナー

品質管理や再発防止は，やるべきことを確実
に行えば品質不良は必ず減少していくはずだ
が，多くの企業ではやっている内容が間違って
いる場合が見受けられるため，品質管理活動の
あり方の基本から，実際の不良削減活動のやり
方までをひととおり解説する２日間のコースと
して，2016年に開設し，2018年度まで実施した．

［講師］
西口幸雄氏（HBIコンサルタント事務所）

5
効果的な社員の能力管理システムの
構築と運用セミナー

人材（社員）が企業にとって最も大切な経営
資源であり，社員の能力管理は全社的な人事管
理システムの一環であり，教育・訓練と密接に
繋がっている．だが実際は，抽象的な評価基準
や主観的な評価が多く，適切な評価・管理が行
われていない，スキルマップや能力一覧表など
を作ってはいるが，形式的なものになっている．

そのような悩みを解決すべく，効果的な能力
管理方法と人事を行うための活動のあり方と進
め方を基本からていねいに解説する１日コース
を2016年に開設し，2020年度に「効果的な人
材育成と能力管理の進め方セミナー」と名称変
更し，2022年度まで実施した．

［講師］
西口幸雄氏（HBIコンサルタント事務所）

6 層別図解法マスターセミナー

データの共通点や特長に着目していくつかの
グループに分ける「層別」は，品質管理の基本
的な考え方として多くの場面で活用されてい
る．また言語データを親和性によって統合し問
題の構造を明らかにする「親和図法」は，新
QC七つ道具の一つとして言語データを活用す
るシーンで幅広く活用されている．「層別図解
法」は，この２つの特徴を有効活用し，言語デー
タの真意を読み取って図形化することで問題整

理・解決やアイデアの発想に活用できる．
本セミナーは，同年に出版された書籍を記念

して「アイデアを生み出す【超】問題解決法「層
別図解法」 出版記念講演会」を2016年に開催し，
これをもとに同12月に開設された１日コース
である．2017年度に「アイデアを生み出す超
問題解決法層別図解法1日コース」として名称
変更している．

7
２日でマスターする
問題解決アプローチセミナー

これまで学んだ問題解決手順やQC手法の知
識を実務で活かしきれていない方向けに，パソ
コンでQC七つ道具，統計手法を活用しながら
問題解決に取り組むグループ問題解決アプロー
チ演習を取り入れ，模擬製造工程から品質（Q），
コスト（C），納期・量（D）を意識した事実
に基づく管理（Fact Control）を習得できる
２日間コースとして2017年に開設し，2023年
度には「模擬製造工程で学ぶ問題解決トレーニ
ングセミナー」と名称を変更し，現在に至る．

［講師］
子安弘美氏（テネジーコーポレーション）他

8 事業構想セミナー

BtoB，BtoCを問わず，顧客との関係性を強
化し，その要望によりよく応えていくことはビ
ジネスの基本であり，製品単体のスペックを強
化するだけでは限界がみえている．

本セミナーでは，現状を打破する事業構想・
儲かり続けるシナリオの作り方を1日の講義を
通して未来を見つめた事業構想について学ぶこ
とができる．2017年に開設し，2022年度まで
実施した．

［講師］
加藤雄一郎氏（名古屋工業大学）

9 実務に使える実験計画法セミナー

実験計画法とは，核となるデータ収集・解析
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手法を少ない実験回数で効率的かつ精度の高い
情報を得るための計画手法である．

本セミナーでは，実験計画法を確実に実務
に活用できる技術者の育成を目的としており，
効率のよい実験を計画し，得られたデータを
正しく解析する方法を知るために，解析テク
ニックだけでなく，実験の計画（デザイン）そ
のものに重きをおいている．LTD（Learning 
Through Discussion）を採用し，模擬実験や
コンピュータを用いたシミュレーション実験
で，計画から解析までの一通りを体験するこ
とができるように工夫し，９日間（３日間×
３か月）のセミナーとして2017年に開設した．
2019年度には「Excelで学ぶ実務に使える実
験計画法セミナー」と名称を変更し，2022年
度まで実施した．

［講師］
松本哲夫氏（ユニチカ㈱）他

10
技術開発でリードする
実験計画法レベルアップセミナー

新製品を開発設計する際に最適解に最短ルー
トでたどり着くために「実験計画法」を用い，
可能な限り少ないデータを用いて最適解を求め
るには「最適化手法」を併用することが有効
である．応答曲面法，シンプレックス法，Box-
Wilson法，応答曲面法，EVOPなどの最適化手
法を習得し組み合わせることにより，技術開発
でリードできる技術者の育成を目的とした３日
間コースとして2017年に開設，2018年度まで
実施した．

［講師］
　松本哲夫氏（ユニチカ㈱）他

11
未然防止・問題解決のプロセスマネジメント
に役立つ「発見力」強化セミナー

様々なレベルの問題が起きた際，トップの謝
罪の中で「気づかなかった」という言葉を目に
することが多くある．これでは気づかなかった
ことに対する努力がみられず，気づかない会社・
社会のまま同じような問題が再び起きることに

なる．「再発防止」で示す場合は，もっと管理
（Control）を強化するが正しい．GD３（Good 
Design， Good Discussion， Good Dissection）
ではこのような問題を未然に防ぐ手法や，基本
的な考え方，問題発見から問題解決までの各プ
ロセスに，「発見力」を取り入れる手法につい
て学ぶ２日間コースである．2017年に開設し，
現在に至る．

［講師］
　吉村達彦氏（ジーディーコンサルティング㈱）

12 失敗学セミナー実践コース

様々な失敗や不具合，トラブルに対し，その
解決策・未然防止策の一つとして注目されてい
るのが，畑村洋太郎氏（東京大学名誉教授）の
提唱された「失敗学」である．

日科技連では，2007年に畑村氏とともに「失
敗学」を研究されてきた濱口哲也氏（東京大学
大学院特任教授）を講師として「失敗学と創造
学セミナー」を開設し，「多くの企業・組織に
おいて失敗分析がしっかりできていない」とい
う実態を把握するに至った．前述のセミナーで
は「失敗学」の基本を理解し，さらに踏み込ん
でしっかりとした事例分析と，再発防止のみな
らず未然防止につなげられるようにと生み出さ
れたのが本セミナーである．2017年に１日コー
スとして開設し，2018年に「失敗学実践編セ
ミナー」に改名し，現在に至る．

［講師］
濱口哲也氏（東京大学大学院／㈱濱口企画）

13
究極の作業標準化と
ものづくり改善セミナー

現場の作業者がスムーズに工程作業を進める
には，作業の標準化と，管理監督者の指導が重
要である．当セミナーでは，演習で“組立キッ
ト”を活用しながら，工程設計，試作，作業標
準書の作成＆改訂，作業指導のあり方まで，も
のづくりの基本を習得することができる．作業
者にとってわかりやすく，指導者にとって教え
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やすい作業標準書はどうあるべきかを常に考え
ることができる２日間コースとして，2018年
に開設，2020年度まで実施した．

［内容］
ものづくりの基本，モデル作業の標準化演習，

短期間で一人前にする訓練法演習，総合ディス
カッション

14
出る杭セミナー

（本質が起こすイノベーション2.0セミナー）

「出る杭（くい）」とは，「出る杭は打たれる」
ということわざにあるように，才能や能力に優
れている，他の人よりも一歩進み出ている人の
ことを指している．あらゆる商品価値，商品，
仕事，企業などにおいて「本質とはなにか？」
を確実に捉えられる人は，日々のビジネスにお
いて，本質がわかる希少で有為な“出る杭人財”
となる．これからの時代を勝ち抜くために新し
い価値を創出してための，本質をベースに，見
極める力，発想力，論理的に考え抜かせる論理
的思考を鍛えていくセミナーである．

2018年に「これからの時代を勝ち残るため
本質を育てる「出る杭人財」特別講演会」を実
施し，同年2018年に「出る杭セミナー」を開設，
2019年度には「本質が起こすイノベーション2．
0セミナー」と名称を変え，現在に至っている．

［講師］
横田宏信氏（ソスピック㈱／元ソニー㈱）

15 JUSE－エグゼクティブセミナー

本セミナーのコンセプトは，“これからの日
本はビジネスモデルで先行し，現場の戦いに持
ち込めば負けることはない”をいかに実践する
かである．持続的改善の取り組み（TQM）を
今まで以上に実践することに加え，“事業構想
力”が企業に強く求められている．企業トップ
や役員が“顧客価値創造”のための考え方と実
践による新しい全員参加型経営，「勝てる人と
組織」の創り方を講義や自社研究を通して13
日間（２日間×７ヵ月）を通して研鑽して学ぶ．

2019年に開設し，2022年度まで実施した．
［講師］

学長：坂根正弘氏（日科技連会長/㈱小松製
作所），副学長：佐々木眞一氏（日科技連理事
長/トヨタ自動車㈱）他

16
スピードある改善を実現する
施策実行型セミナー

製造部門のスタッフ，管理・間接部門，営
業・サービス部門の方々に役立つ改善手順であ
る施策実行型ストーリーを正しく理解していた
だき，問題解決型ストーリーと使い分けて活用
できるようにと工夫された１日のセミナーとし
て，2019年に開設し，2021年度まで実施した．

［内容］
施策実行型ストーリー事例に学ぶ，グループ

演習，改善手順の選択，発表

17「技術の使える化」セミナー

開 発 設 計 プ ロ セ ス に お い て は，FMEA，
DRBFM，品質工学など多様な手法が活用さ
れているが，手法ごとに情報整理が必要とな
り，効率面での課題が指摘されている．また，
QFD（二元表）を用いる場合，担当者の知見
に依存するため，抜けや漏れが生じる懸念があ
る．これらの課題に対応するため，技術情報を
体系的かつ効果的に活用するQFD-Advanced

（QFDの進化型）の考え方と，FMEA ／ FTA
への適用方法を学ぶセミナーとして2019年に
開設し，現在に至る．

［講師］
　岡　建樹氏（㈱ISIDエンジニアリング），
　奈良岡悟氏（㈱電通国際情報サービス）

18 再発防止対策の基本と進め方セミナー

品質管理活動，改善活動，ISO活動などにお
いては，「再発防止活動」が重要な位置づけを
占めているが，実態は表面的な原因追究だけで
流出防止策を再発防止策と勘違いしている企業
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が少なくない．当セミナーでは，再発防止の本
来あるべき基本的な事柄と再発防止対策の進め
方の基本について丁寧に解説する１日コースと
して2016年に開設し，現在に至る．

19 3日でマスターする応答曲面法セミナー

応答曲面法（response surface methodology）
は，実験計画とデータ解析を組み合わせた方法
として発展し，多変数を同時に最適化する手法
として知られている．データを計画的に収集し，
そのデータから最適な条件を見つけることを目
的としており，実験による最適化のための強力
なツールの１つである．応答曲面法のための計
画から解析に加え，基本となるシンプレックス
法，Box-Wilson法，EVOPなどの最適化手法
の実践方法と解析方法を３日間で講義と演習を
行いながら習得する．2019年に開設し，現在
に至る．

［講師］
松本哲夫氏（ユニチカ㈱）他

20
ビッグデータ時代の
データリテラシー１日コース

機械学習の急速な発展は，モノづくりの分野
にも大きな影響を及ぼしている．機械学習の解
析能力の向上に伴い，解析結果への依存度が高
まる一方で，技術者がデータを固有技術的な視
点から吟味する機会が減少している．さらに，
データ構造の変化も進行しており，モノづくり
に携わる技術者には，ビッグデータ時代に求め
られるデータリテラシーの習得が不可欠となっ
ている．このような背景を踏まえ，技術者が必
要とするデータリテラシーの基礎を体系的に学
ぶことを目的として，2020年に開設し，現在
に至る．

［講師］
吉野　睦氏（㈱デンソー）

21
実務に使える
プロダクトマーケティングセミナー

企業が成長するには，ターゲット市場を選択
し，新しい商品・サービスを投入して継続的か
つ体系的に続けていくことが必要不可欠であ
る．とくにお客様の潜在するニーズと，そのト
レンドなど，市場がどのように変化し，自社の
対応が市場にどう影響を与えているかを“見え
る化”することが重要となってくる．当セミナー
では，マーケティング戦略の立案から，ターゲッ
ト市場の選定，新商品・サービスの投入までの
流れの中で，どのようにデータを収集し分析す
ることで，市場の見える化を実現できるのか，
その方法を学ぶことができる．2020年に開設
し，2024年度まで実施した．

［講師］
　今野　勤氏（神戸学院大学）

22
２時間集中型オンライン講座　
特性要因図編／再発防止活動編

特性要因図，再発防止活動について初めて学
ぶ方，または長期間活用しておらず復習したい
方向けに短期集中型講座としてそれぞれ2021
年開講し，現在に至る．

［講師］
　杉谷浩成氏（住友電気工業㈱）他

23 調達品の品質確保セミナー

外部から調達する部品，材料の品質をどのよ
うに確保するかは，製造業にとって避けては通
れない課題である．2020年のCOVID-19の拡
大や米中対立により，サプライチェーンは混乱
し，調達量，生産量の調整に加え，調達先の変
更や新規仕入先選定などの調整が多くの企業で
発生した．調達品の品質を確保するための体制
や管理方法を整備すること，そしてその基とな
る考え方をしっかりと持つことがさらに重要と
なっている．これらの背景から，調達部門や品
質管理部門のとくに若手，中堅を対象に，事例
を通じて原則的な考え方や，実務上の悩みどこ
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ろの対処法や工夫の仕方を学び，調達品の品質
を確保するための実践力を養う1日コースとし
て2021年に開設し，現在に至る．

［講師］
　鱠谷佳和氏（元㈱村田製作所）

24
使えるファシリテーションスキル
セミナー

ファシリテーションの基礎である３つのスキ
ル「段取り」「進行」「議論の見える化」に加え，
さらに「発言の促進」「話しすぎる人への対応策」

「対立への対応」「参加者の特性に合わせた関わ
り方」などの応用まで，段階的にレベルアップ
していくプログラムによって，会議の生産性と
創造性を向上させるファシリテーションスキル
の基本から応用までを体験を通じて２日間で学
ぶセミナーとして2021年に開設した．2023年
に「ファシリテーションスキルセミナー」に名
称を変更し現在に至る．

25
アサーティブ・
コミュニケーションセミナー

様々な価値観，文化的背景が異なる人と接す
る機会が多くなる中で，アサーティブネスな文
化を醸成していくことが不可欠となっている．
Assertive（アサーティブ：発展的・協調的自
己主張）とは，これからのビジネス・パーソン
に必修のコミュニケーションスタイルで，相手
を否定することなく自分の意見を通し，相手
に押し切られることなくきちんと受け止める．
互いにメリットの力強い“Win-Win コミュニ
ケーション力”を身につけ，仕事そのもののス
キルアップとコミュニケーションスキルを培う
1日コースとして2021年に開設し，現在に至る．

［講師］
　大串亜由美氏（㈱グローバリンク）

26 伝わる説明と表現スキル実践セミナー

日本では「相手の気持ちを慮る（おもんぱか
る）」「阿吽の呼吸」という「相手」に委ねる「察

し方コミュニケーション」が文化として根強い
が，現代においては，「察してください」だけ
では相手に正確に物事は伝わらない．説明の核
となる部分を「わかりやすく」するためのルー
ルを学び，明日から職場で活用できるスキルを
演習から体系的に「理論と実践力」を習得でき
る．2021年２日間コースとして開設し，現在
に至る．

27
１日で学べる
アンガーマネジメントセミナー

パワハラ防止法は，大企業では2020年６月
からすでに施行され，中小企業では2022年４
月から施行されている．人は誰もが怒りの感情
を持ち合わせている．怒りの感情に振り回され
るのではなく，怒りと上手に付き合うために，
心理トレーニングであるアンガーマネジメント
を理解し，怒りに任せた衝動的な行動をトレー
ニングによって防ぐことが必要である．部下や
同僚など，価値観に相違のある相手や，怒りを
抱いた相手にどのように伝えればよいか，効果
的な表現方法を学ぶことによって周囲とのコ
ミュニケーションを円滑にし，チーム内の生産
性を上げることを目指し，2021年に1日コース
として開設し，現在に至る．

［講師］
　戸田久実氏（アドット・コミュニケーション㈱）

28 本気で実践するリーダーシップセミナー

DX（デジタル トランスフォーメーション）
時代のモノづくりの状況を理解し，現場に求め
られる課題に挑戦しながら，メンバーを巻き込
み行動させ，成果を出し続けるリーダーが実践
している「STARコンセプト*」を取り入れて
いる．これを実践するため自分自身のルールや
スケジュールの仕方を学び，習慣化させること
を目指す２日間のセミナーとして2021年に開
設し，2023年度「班長・グループ長のためのリー
ダーシップ養成セミナー」に名称を変更し現在
に至る．
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＊STAR：Situation（状況），Task（課題），Action（行動），

Result（結果）の４つのコンセプト

29 業務の見える化セミナー

業務の複雑化や分担の細分化により，チーム
内での役割や進捗の把握が困難となる中，「業
務の見える化」は，情報共有の精度を高め，メ
ンバー間の共通認識と共通理解を形成するうえ
で極めて有効である．これにより，目標達成に
向けた業務機能と達成水準を明確化し，業務計
画の立案・実行を効果的に推進できる．本コー
スでは，スタッフ業務およびマネジメント業務
における多様な課題を整理し，業務の流れと要
点を「見える化」するための方法論と実践的手
法を習得する．2016年に「管理者とリーダー
のための業務の見える化と改善セミナー」とし
て開設し，リニューアルを経て現在に至る．

30 TQMセミナー 部課長コース

トップが明確なビジョンをもって，大枠の方
向性や指針を正しく示しつつ，部課長や現場力
を最大限に生かすことが重要である．経営目標
達成において，部課長は何をしなければなら
ないのか，適材適所となる人材育成のポイン
ト，品質不祥事の再発防止策の検討などを，講
義ならびに各社事例から深く学び「品質を中心
とする経営推進」の一助となることを目指し，
2022年に開設し，現在に至る．多忙な管理者
が参加しやすいようにと２日間，３日間の２
コースを選択可能とした．

［内容］
第１，２日：顧客価値創造と経営のフレーム

ワークとしてのTQM，日常管理と方針管理，
方針管理の企業事例，人材育成のポイント，人
材育成の事例

第 ３ 日： 品 質 保 証 シ ス テ ム の 構 築，ISO 
9001と認証制度の本質，品質不祥事の防止，
質疑応答と討論

［講師］
　棟近雅彦氏（早稲田大学）他

31 TQMセミナー 係長・主任コース

現場の中核となる係長・主任（監督職）を対
象に，現場をマネジメントするために必要とさ
れる①品質管理・品質保証，②標準化の進め方
と日常業務の安定化，③問題解決の３点を基軸
として，講義とグループディスカッション（Ｇ
Ｄ）を通した基礎知識の習得と，職場の問題を
実習する「個人テーマ改善」による実践能力の
習得を目的としている．

本セミナーは，1992年１月に開講した「品
質管理セミナー係長・主任コース」を礎に，
1996年に日科技連全体が「品質管理セミナー」
から「TQMセミナー」へと切り替わり「TQM
セミナー係長・主任コース」と名称を改めた．
その後，2006年に「品質管理セミナー係長・
主任コース」と改称し，2011年に「係長・主
任のための品質保証・品質管理セミナー」とし
て６日間から前期２日，後期１日の３日間コー
スへとリニューアルした．2022年に「TQM
セミナー係長・主任コース」と名称を回帰し，
現在に至る．

［内容］
　品質保証と品質管理，問題解決１（原因分析），
問題解決２（対策立案），事例紹介と個人テー
マ改善，標準化の進め方と日常業務の安定化，
職場での活用　など

32
多変量解析法セミナー
グラフィカルモデリング／共分散構造分析

　本セミナーの歴史は，1970年開講の「多変
量解析法セミナー」まで遡る．1985年に「基
礎コース」「応用コース」に分割され，2006年
に「多変量解析法セミナー入門コース」「応用
多変量解析セミナー入門コース」にそれぞれ名
称を改めた．2009年に「応用多変量解析セミ
ナー入門コース」を「多変量解析法セミナー活
用コース」に名称を変え，2022年に開催形式
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を集合型からオンデマンド型へとリニューアル
し，それぞれ「多変量解析法セミナー・グラフィ
カルモデリング」，「多変量解析法セミナー・共
分散構造分析」と独立したセミナーに改編し，
現在に至る．

33 QC検定1級 過去問題解説講座

「品質管理検定（QC 検定）１級」の過去問
解説講座を品質管理セミナーベーシックコース

（BC）受講者・修了者を対象にオンデマンド
で開催する．当講座は，過去のQC検定１級の
出題問題を，BCテキストをもとに解説し，BC
で学ばれた内容を再度復習したい方や，復習や
QC検定の受検準備にお役立てできるようにと
2022年に開設，現在に至る．

［講師］
　竹士伊知郎氏（QMビューローちくし）

34
eラーニング：『品質不正・不祥事』に学び，
品質を重視した知識・意識・風土を作るには

　日本の製造業における品質不正・不祥事の問
題は，品質重視で培った日本製品のブランド力
や信頼，安全を損なうこととなり，製品はもと
より，発覚した企業の組織・体質にも，社会か
ら厳しい目が向けられるということが，近年相
次いでいる．これら背景から，不正・不祥事の
事例を題材として「どうしたらこのような問題
を未然に防ぐことができるのか」について考え，
ものづくり企業にとって，品質や安全を第一に
考える組織文化・風土をどのように作り上げて
いくかを再認識する機会として2022年に開設

した．

35
eラーニング：「QC の基本と活用」

（中国語版／タイ語版）

QC（品質管理）の知識や考え方，手法を学
ぶことで，科学的に物事をとらえ，直面する問
題や課題を論理的に解決するスキルを身につけ
ることができるように，職場でも，自宅でも
インターネットが使えれば手軽に勉強できるe
ラーニングは，日本語版，英語版を選択するこ
とができる．海外からの要望に応え2022年に
中国語版，タイ語版を制作した．

36
eラーニング：「QC 検定2級レベル対応
受検対策講座（実践編・手法編）」

QC 検定２級をチャレンジする方へ，受験前
の復習，合格を目指した対策用として2023年
に開設した．実践編・手法編があり，選択受講
も可能である．講義画面と講義資料を確認しな
がら学習することができ，各講にはテストがあ
り，自身の知識習得レベルを確認することがで
きる．

［内容］
実践編：QC的ものの見方・考え方，品質の

概念，管理の方法，品質保証など
手法編：データの取り方とまとめ方，新QC

七つ道具，統計的方法の基礎，計量値・軽
数値データに基づく検定と推定など

［講師］
実践編：福丸典芳氏（福丸マネジメントテク

ノ）
手法編：内田　治氏（東京情報大学）

■通信教育・eラーニング教育（※2025年現在）

・通信教育 品質管理基礎講座【QC検定3級レベル対応】
・QC（品質管理）の基本と活用【QC検定3級・4級レベル対応】
・ソフトウェア品質技術者 初級セミナー
・はじめて学ぶ臨床試験のための生物統計学入門
・QC検定３級レベル対応受検対策講座
・QC検定２級レベル対応受検対策講座
・「品質不正・不祥事」に学び，
　品質を重視した知識・意識・風土を作るには
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37
Excelで学ぶデータの活用と
分析セミナー

日本が実現を目指すデジタル社会において
は，データを活用して問題解決や課題達成を図
る人材の育成が急務である．本セミナーは，統
計解析の基礎知識を持たない層にも理解しやす
い形でデータ分析の基本を解説し，Excelを用
いた演習を通じて業務での即時活用を可能とす
ることを目的に， 2023年に開設し，現在に至る．

38
「アンケート調査の計画とデータの解析」
セミナー 

データ解析や仮説検証には，事実に基づく
データの収集が不可欠であり，アンケート調査
はそのための有効な手段である．しかし，質問
設計を十分に検討せずに実施した調査では，目
的に適した良質なデータを得ることが難しく，
得られたデータを統計的に解析しなければ，多
くの知見を活用できない．本セミナーでは，ア
ンケート調査を効果的に実施するために必要な
基礎知識とデータ解析手法を，演習を交えて解
説し，実務に活かせるスキルを習得することを
目的として2023年に開設し，現在に至る．

39
統計解析のための 
Excel 活用テクニック

統計解析手法の習得において，Excelは基礎
的かつ実務的なツールとして有効であり，簡易
な統計解析であれば専用ソフトウェアを使用せ
ずとも十分に対応可能である．本セミナーで
は，基本統計量，ヒストグラム，箱ひげ図，t
検定，F検定，相関分析などを題材に，Excel
を活用した実務的な解析テクニックを解説す
る．2023年にオンデマンド形式として開設し，
現在に至る．

［講師］
　内田　治氏（東京情報大学）

40 新・商品企画七つ道具（Neo P7）

ヒット商品創出の手法として商品企画七つ道

具（P７）があるが，本セミナーではその最新
版である新・商品企画七つ道具（Neo P７）の
概要を短時間で効率的に解説する．Neo P７は，
初めから仮説やアイデアを大量に創出し，その
後検証を行いながら最適な商品案を完成させる
手法であり，マーケティング手法と統計手法を
融合したツール集である．オンデマンド形式と
して2023年に開設し，現在に至る．

［講師］
　神田範明氏（成城大学名誉教授）

41 中堅社員のための仕事品質向上セミナー

経済産業省が提唱している「社会人基礎力（＝
３つの能力・12の能力要素）」を取り上げ，前
に踏み出す力（アクション），考え抜く力（シ
ンキング），チームで働く力（チームワーク）
をまずは知り，仕事の質を上げるための取り組
みとして，自分の強み・弱みを自ら内省し分析
し，そこから概念化して応用できる考え方や，
次のチャンスで試すという経験学習（メタ思考）
を通して身に着けていく．前期後期の２日間セ
ミナーとして2023年に開設し，現在に至る．

［講師］
　鱠谷佳和氏（元村田製作所）

42
技術者のための
技術英語ライティング入門セミナー

英語翻訳ツールが日進月歩する中，本当に伝
えたいことを短時間でシンプルに伝え，相手と
のコミュニケーションから信頼を勝ち取りたい
というニーズを実現するため，技術者のための
英文の書き方を学ぶセミナーを2023年に開設
し，現在に至る．

英語で文書を作成する時，伝わる英文を最短
の時間で書くコツ，正確・明確・簡潔に書くた
めの基本となる英文作成のコツを練習し，メー
ル・仕様書・マニュアルの作成や製品説明に生
かすためのポイントなどを通して実践で活用で
きるようになる．
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［講師］
　中山裕木子氏（㈱ユー・イングリッシュ）

43 失敗学トレーニングコース

失敗学の原因分析や対策立案方法の習得を目
指し，経験豊富な講師によるアドバイスを受け
ながらトレーニングを受けることができる．失
敗事例を題材に自身でもトレーニングの経験へ
と繋げて学ぶことができる．2023年に開設し，
現在に至る．

［内容］
　進め方，概要説明，各社のフレームワークの
発表，フレームワークのブラッシュアップ，全
体討論，総合質疑

44
顧客価値創造，
組織能力獲得・向上セミナー

2018年から2022年まで実施した「JUSE-エ
グゼクティブセミナー」を礎に、顧客志向の徹
底により，顧客と共に，社会・顧客にとっての
価値を創造することを目的に，その価値創造を
実現するために必要な組織能力を獲得する．実
現の手段として，グループワークで「品質経営
推進フレームワーク」の作成方法を学んでいく
２日間コースとして2024年に開設，現在に至
る．

45
“自考型”に向けた
論理的思考力養成セミナー

学校教育におけるノウハウを，企業の現場教
育に活かし，能動的な後継者を育てる上で欠か
せない，令和における人材育成の「前提の変化」
について学んでいく．「指示待ち」ではなく，
自発的に考え行動できる「自考型人材」になる
ための思考力を養成し，講座を通して，まわり
の見え方，ものの捉え方がガラリと変わり，自
分で考えることがいかに自由で重要かを自然と
体得できる．

2024年に「OJTに役立つ“自考型人財”育
成のガイドライン研修」として開設し，2025

年に「“自考型”に向けた論理的思考力養成セ
ミナー」と改称して現在に至る．

［講師］
　井本陽久氏（合同会社いもいも）

46 測定システム解析（MSA）セミナー

測定システム解析（MSA）は，計測機器だ
けでなく測定者ごとの偏りも含め，測定の精
度を把握する統計的手法である．近年はIATF 
16949コアツールの一つとして注目されている
が，自動車業界に限らず，測定を必要とするあ
らゆる業種・業態で求められる手法である．統
計的手法の解説は最低限に留め，MSAの概念
を中心に講義を行い，Excelを用いた実践演習
を通じて実務での応用力を養うことを目的とし
て，2024年に開設し，現在に至る．

［講師］
　加瀬三千雄氏（日科技連・嘱託，元NEC ㈱）

47
品質不正・不祥事を予防するための
マネージャーセミナー

組織の要となるマネージャー層を対象に，過
去の品質不正・不祥事の事例から学び，起きて
しまった事象をどのように捉え，どのように行
動・判断をしていけばよいか，ケーススタディ
を通して予防していく体制をつくるために必要
な品質の心構えを学んでいくことができる．事
前学習として「品質不正」の eラーニングを実
施してもらう１日コースである．2024年に開
設し，現在に至る．

48 伝わるパワポ資料作成術セミナー

“スライド作り”において高いクオリティを
求められるものの，レイアウトや文字の大きさ，
色の選び方など，そのノウハウをきちんと教え
てもらえる機会はあまりないのが実情である．
聞き手には見やすく分かりやすい，また発表者
にとっては効率的に作成できて発表もしやすい
スライド作りのコツを，数多くの発表会やプレ



30  ■  日科技連80周年史　

ゼンテーションに20年以上携わってきた資料
作成のプロが伝授していく．

［講師］
　西原　猛氏（日本プレゼンテーション教育協会）

49 技術者倫理研修

近年の不祥事などで度々問われている技術者
倫理について，「倫理」「法令」といった基本的
な用語に加え，専門的な技術を役立てることを
職業とする上で，いかにして利益とリスクに向
き合っていくかについて考えていく．グループ
ワークを通じ，倫理・コンプライアンスが「守
られない要因」を受講者自身の身に置き換える
ことで，逸脱・違反防止の材料を自ら見出し，
一人ひとりの意識を醸成させていくことを目的
に，2024年に開設，現在に至る．

［講師］
　杉谷浩成氏（住友電気工業㈱）他

50 １日でわかる，なぜなぜ分析基本セミナー

問題を解決するには，３つのステップ，「気
づき」→「思考」→「行動」をする事が大事
である．本セミナーでは，「気づき」から「思
考」のステップの間で「なぜなぜ分析」を使う
方法について伝授し，日常業務の問題の見える
化と原因を深堀りする「なぜなぜ分析」を行う
ための留意点を１日でわかるように説明する．
2024年に開設し，現在に至る．

［講師］
　野口博司氏（元㈱村田製作所）

51 課長の仕事品質向上セミナー

経産省の「社会人基礎力」を基盤に，課長と
して求められる実践力を磨く．前に踏み出す力

（アクション），考え抜く力（シンキング），チー
ムで働く力（チームワーク）の３要素を理解し，
自らの強みと弱みを内省的に分析する．戦略を
実践する課長に必要な思考と行動を体系的に学

び，人間力とリーダーシップを高める．
［講師］
　鱠谷佳和氏（元村田製作所）

52
管理・間接部門における
日常管理の進め方

「日常管理」はTQMの最も重要な活動要素
のひとつであるが，あまりにも当り前で基本的
な活動内容であるために，不適切な取組みが行
われることがある．あらゆる業種のすべての部
門に共通する「日常管理とはなにか，どう進め
るのか」を解説したのち，管理・間接部門の「日
常管理に対する誤解」を解きながら，成果に結
びつく「日常管理の進め方」の極意についてわ
かりやすく説明する．2024年に開設し，現在
に至る．

［講師］
　竹士伊知郎氏（QMビューローちくし）

53
リスクマネジメントのための失敗学

（基礎編）［オンデマンド］

新しいものを創造するとき，失敗は避けては
通れないものであり，そこから学び未然防止に
つなげなければならない．失敗とうまく付き合
いそこから有益な知識を得る方法，同じ失敗を
繰り返さない方法，未然防止の方法，失敗知識
の伝達・活用方法についてオンデマンドで学ぶ
ことができる．2024年に開設し，現在に至る．

［講師］
　濱口哲也氏（㈱濱口企画）

54 テキストマイニング入門セミナー

テキストマイニングとは，大量のテキスト
データから有用な情報を抽出する技術のことで
ある．ソーシャルメディアが広く普及し，企業
活動においても製品・サービスの不具合情報や
自由記述のアンケート回答など，ビジネスにお
ける言語データを活用していく必要性がでてき
た．これら言語データから，有用な情報，特徴
を見出すための抽出する技術を学ぶことを目的
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に，2025年に開設した．
［講師］
　内田　治氏（東京情報大学）

55 事業創造セミナー

新製品・サービスのアイデアを創造する際，
既存の製品・サービス・デザインに囚われずに
いかに「理想未来の創造」を起点にした新製品・
サービス開発をするか，そのための考え方・進
め方を全４回のケーススタディ（GD）を通じ
て学ぶ．2025年に開設した．

［内容］
　事業創造をするための基本的な考え方，バッ
クキャスティングによる理想未来の創造，新規
事業の考案，マネタイズと活動システム，組織
能力と競争優位，ケーススタディを通じたグ
ループ演習，発表，講評

［講師］
　木内正光氏（玉川大学）

56
改善の原則を体感する 
－IE（インダストリアル・エンジニアリング）の基礎－

ブロック玩具を用いて，生産マネジメントの
基本的な概念を楽しく学ぶことができる初心者
向けの内容となっている．セル生産方式とライ
ン生産方式の違いや，それぞれの特長と実例
を交えながら説明し，IE や生産管理の基本概
念を体験的に楽しみながら学ぶことができる．
2025年に開設した．

57 設計・開発における再発防止実践セミナー

製品の安全・品質問題を引き起こす要因は多
種多様であり，起こってしまった問題に対する
再発防止の備えが重要である．

本セミナーでは，製品の安全・品質問題の背
後に隠れた真因を読み解き，企業で長年の実践
を経て体系化した再発防止プロセス“３階層７
ステップレビュー”と，重要なツールとマイン
ドを解説し，仮想不具合をもとにしたグループ

演習で実践力を養成するセミナーとして， 2025
年に開設した．

［講師］
　奈良敢也氏（日産自動車）

58
Excelで学ぶ回帰分析・因果推論・
機械学習セミナー

回帰分析の発展手法であるロジスティック回
帰と機械学習手法の中でも回帰分析との関係が
強いリッジ回帰，ラッソ回帰を習得することが
できる．プログラミング言語や統計解析ソフト
ウェアが必要とされるのが一般的な分析手法を
Excelを使ってわかりやすく学ぶセミナーとし
て，2025年に開設した．

［講師］
　内田　治氏（東京情報大学）

59
統計的品質管理（SQC）セミナー
実務者育成コース

統計的品質管理手法を活用し，企業の技術課
題を解決できる実務者（技術者・スタッフ）の
育成を目的に，2025年に開設した．理解度確
認テストや宿題（実務で直面する課題を題材と
する），ケーススタディ等による反復学習によ
り，各手法の確実な理解を促すとともに，テー
マ別研究会を通じて業務上の身近な課題に取り
組み，「実務で使える」レベルまで受講生を導く．

60
心理的安全性を高め，仕事の質とスピード
アップを実現する『２つのカタ』セミナー

世代間の違いを理解し，現代のコミュニケー
ションに必要な事柄の新たな視点を得ることに
よって，効果的なコミュニケーションに必要な
伝え方・ポイントの「ものの言いカタ」を理解
していく．業務を上手く進めるためのツール・
基本形の「仕事のカタ」演習を通じて体系的に
学んでいくことを目的に，１日コースを2025
年に開設した．
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61
実験の計画と分析を体感する
－実験計画法の基礎

実践的な演習を通じて，実験計画法の基本概
念を，紙ヘリコプターを使用した実験によって，
理論を実践に結びつけて経験ができるため，知
識の定着を図ることができる．またデータ収集
から分析・解釈までのプロセスを体験でき，業
務において直面する問題に対して，より効果的
な解決策を導き出す力を強化する．１日コース
として2025年に開設した．

62
Excelで学ぶ官能評価の
統計解析セミナー

　官能評価の方法である「分析型官能評価」と
「嗜好型官能評価」を概説し，各官能評価に適
した解析方法をExcelを用いた演習を行うこと
で実践的に習得できるセミナーとして2025年
に開設した．

63
技術者のための製品・サービスの品質に
基づく マーケティングと戦略論セミナー

顧客の視点から製品・サービスの品質を理解
でき，技術者にとって必要な戦略的なマーケ
ティング思考を学ぶことができる．
　組織全体の目標達成に貢献する戦略の基礎を
学べます．

［内容］
　品質展開（設計品質と製造品質など），マー
ケティング基礎（４Pなど），カスタマージャー
ニーマップ（演習），ポジショニング分析（Excel 
演習）など

［講師］
　木内正光氏（玉川大学）

64
ChatGPTとPythonを活用してデータから
価値を引き出す実践データ分析基礎

　データ分析の初心者や，業務改善を目指す部
門リーダー，データ分析スキルを活用してビジ
ネスの意思決定を強化したい方など，Python 
やChatGPTの基礎知識はあるがデータ分析ま
で結びつけられていない方々を対象に，データ

活用によって，意思決定や課題解決能力を強
化し，PythonやChatGPTを使って効率的な
分析を実現させる．オンデマンド配信として
2025年に開設した．

65 クオリティフォーラム

2000年に，「サービス産業における品質管理
大会」「部課長スタッフ品質管理大会」「職組長
品質管理大会」を統合し，全国の組織から“ク
オリティ”に関する事例発表や，他社事例など，
｢ベストプラクティスをベンチマークする場｣
としてクオリティフォーラムを開催している．

対象は，企業で重要な役割を担っている部
課長を主としていたが，2022年度に完全オン
ライン視聴参加に切り替えたことを機に，分
野・業種・役職の垣根を越え，延べ視聴者数
8,000名を超える大規模イベントへと成長し
た．特別講演会には，斯界の著名人を招聘し，
企画Session（依頼講演），一般事例発表のほ
か，日本品質奨励賞の受賞報告講演会も予定
し，幅広い層へのアプローチを行っている．企
画Sessionでは，多方面の業界から時宜に合っ
たテーマを数多く選定し，３講演，総合討論の

クオリティフォーラム 2024
小笠原氏（安川電機）

クオリティフォーラム 2024
総合討論の様子
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Sessionとして実施し，一般事例発表は，公募
により厳選された改善活動を中心とした発表で
構成している．

66 品質管理シンポジウム

品質管理シンポジウム（略称：QCS）は，
日科技連の社会的使命のもと，品質管理の普及・
発展のための組織的，計画的な総合研究の場
として，1965年６月に第１回を開催して以来，
毎年２回（原則として，６月，12月）定期的
に開催している．2025年12月に第120回を迎
えた．

［開催目的］
⑴品質経営を目指した産・学・官共同による

経営革新の総合研究
⑵あらゆる業種，分野へのTQM，品質管理

の普及と次代への指針の創出
⑶あらゆるマネジメントツールとTQMの融

合の研究
［テーマ選定］

昨今では，従来の統計手法や工程管理を中心
とした議論に加え，顧客価値創造のためのAI
やIoT，データ分析を活用した品質改善，グロー

バルサプライチェーンにおける品質保証，環境・
安全・サステナビリティへの対応など，多様な
テーマを取り上げている．その本質は，製品の
品質を高めるだけにとどまらず，品質とは「顧
客及び社会のニーズを満たす度合いである」と
定義した上で，組織全体の経営力や社会的信頼
の向上に寄与するものである．

特に，2019年に「令和大磯宣言*1」を発信し，
2023年にさらに「令和大磯宣言2023*1」を発
出したことにより，「これからの品質経営」の
姿を，変化し続ける社会や顧客ニーズに迅速
に対応し，企業が創出すべき顧客価値を定め，
QCSのテーマもこれに則ってそれを実現する
ために必要な組織能力を獲得・向上させること
に意識したものとなった．（*1p.4を参照）

また，2020年のCOVID-19感染対策で得た
運営の強みを活かし，以下の取り組みにより，
QCS 賛助会員数が 89 社（101QCS）から 129
社（120QCS）へと増え，QCSの認知度ならび
に品質経営，品質管理への関心が高まっている．

⑴オンライン参加の開始
2020年度からオンライン参加を開始した．
講演と総合討論のみの参加にとどめている
が，時間的，距離的な制約を超えて参加で

101QCS 以降の開催会場
（大磯プリンスホテル）

114QCS 特別講演
工藤公康氏（福岡ソフトバンクホークス前監督）

クオリティフォーラム
講義風景

116QCS 特別講演
桜井博志氏（旭酒造㈱）

クオリティフォーラム
グループディスカッション風景

119QCS 講演
安宅和人氏（慶応義塾大学／ LINE ヤフー㈱）
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きることで好評を博している．
⑵見逃し配信の実施

オンライン参加同様，QCS終了後の一定
期間講演や総合討論を視聴することができ
る（2020年度から実施）

⑶オンライン団体参加の開始
QCSの主な参加者層は役員，部長など上
級経営幹部となっている．団体参加の導入
により，より幅広い部門，立場からの参

加が可能となりQCS賛助会員企業による
団体参加が活用されている．（団体参加は
QCS賛助会員限定）

⑷トップ無料参加枠の設置
品質経営はトップのリーダーシップが重要
である．そのため，100QCS（2015年）を
機に，QCS賛助会員会社のトップ（会長
または社長）の参加を無料としている．

品質管理シンポジウムテーマ（2016年～ 2025年度）
回数 テーマ

102 感動と安心への品質創造と品質保証
－ ICT を活用した地球規模での感動・安心の創出－

103 IoT 時代における 品質管理の役割と重要性
－ IoT 時代の品質保証と TQM の姿を探る－

104 変化に対応できる，変化を生み出せる組織能力の獲得
－ TQM の実践と品質賞への挑戦を通した成功例をもとに現状を検証する－

105 顧客価値の創造活動と品質経営力のさらなる強化
～ 顧客のソリューションを提供し，顧客価値を最大に向上するビジネスモデルによる，新たな TQM 活動の展開 ～

106 お客様第一を追求する新価値創造の強化
～ 日本流の強みを活かした新価値創造のさらなる挑戦 ～

107 顧客価値創造に貢献できる品質に拘り続ける組織と人材の育成
─風土化された組織能力（〇〇〇 Way）の構築と強化─

108 産業競争力の更なる向上を狙った品質経営活動の強化
～ IoT 時代における企業価値の最大化に向けたホワイトカラーの生産性向上のあり方～

109 顧客価値創造と組織能力強化の連携による企業存在価値の最大化
～これからの品質経営の枠組みの提案～

110 価値創造・品質保証・安全確保に寄与する組織文化をつくる
ー人の行動を変えるためのマネジメントとその実践ー

111 データ駆動型社会における
顧客価値創造と組織能力（品質保証）向上

112 新しい社会をつくる　新たな顧客価値創造への変革
ー人の暮らしの質向上への挑戦ー

113 顧客価値創造と価値獲得に貢献できる現場力の育成と強化
ーコト価値の発生が求める現場力ー

114 産業構造変革期に対応した品質経営（顧客価値創造と組織能力）の進化
～ DX 化された顧客プロセスと自社プロセスの両輪で進める品質経営の在り方～

115 顧客価値創造を実現できる組織能力の獲得に向けて「方針管理」を見直す

116 日本の産業競争力向上を実現するこれからの品質経営
～品質経営のパラダイムシフト～

117 原点回帰！品質経営を改めて考える
～品質不祥事の防止と真の顧客価値創造，必要な組織能力〜

118 変化に対応する品質経営
～ Just in Time + Just in Case 〜

119 経営環境の変化に適応するための TQM の進化
～基本の最先端な実践とさらなる飛躍～

120 顧客価値創造に対応する組織能力獲得に向けて『改善活動』を見直す
～環境変化，バリューチェーンの拡大，複雑化に伴う対応～
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信頼性・製品安全

1 リスクアセスメント実践研究会

リスクアセスメント実践研究会は，前身であ
る「R-Map実践研究会」が2005年に発足して
13年が経ち，R-Mapの枠組みを超えた研究が
行われるようになったことを背景に，リスクア
セスメントの手法および仕組みに関する実践的
課題の解決を目的として，2018年にリニュー
アルし，2020年度まで実施した．

2 信頼性設計・試験基本コース

製品の信頼性と保全性を確保するためには，
企画から市場に至るさまざまな状況を踏まえた
総合的な対処が必要である．

本セミナーは，信頼性・保全性の概要，そし
て設計の方法，さらに加速試験や市場データに
よる信頼性評価の方法に関する基本を４日間
で身につけることを目的としたコースとして，
2016年に開設し，2023年度まで実施した．

3
部門長のための品質・
信頼性マネジメントセミナー

部門責任者やマネージャーが，品質保証・信
頼性マネジメントの本質を理解し，品質・信
頼性活動の重要性を再認識して自社での実践
につなげることを目的に，2018年に開設した．
2019年に「設計開発部門のための品質・信頼
性セミナー」と名称を変更し，2020年度まで
実施した．

［講師］
鈴木和幸氏（電気通信大学名誉教授）他

4
２時間集中型オンライン講座
・QC工程表編

「業務の都合上，スケジュールの空きを確保
できない」「このテーマだけを学習がしたい」
といった声を受け，「QC工程程表」にピンポ
イントを絞り，事例を通じて個人演習が理解を
助けるような工夫をした短時間集中型のオン
デマンド講座の１つとして，2022年に開設し，
現在に至る．

［講師］
杉谷浩成氏（住友電気工業㈱）

5
職場のトラブル・事故防止に役立つ
未然防止型 QC ストーリーセミナー

「問題解決型」「課題達成型」「施策実行型」
のQC ストーリーが活用されてる中で，さまざ
まな業種・職種の職場における重要問題を発生
させない，再発防止をさせないための手段とし
て「未然防止型QCストーリー」が注目をされ
ている．

本セミナーでは，「未然防止型QCストーリー」
の概要から各ステップのポイントについて学
び，ケーススタディを用いた演習を通してQC
ストーリーと「未然防止型QCストーリー」と
の違いを理解することができる２日間コースと
して，2022年に開設，2024年度まで実施した．

［講師］
　中條武志氏（中央大学）他

6 未然防止手法 DRBFM 実践講座

DRBFM（ Des ign Rev i ew Based on 
Failure Mode）は，自動車業界を中心に未然
防止手法として広く活用されているが，書き方
のレベル差や指針の不足により，意図が伝わり
にくいワークシートが課題となっている．この

2
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課題を解決するため，DRBFMの実践的な進
め方と分かりやすいワークシート作成を解説す
る1日コースを2022年に開設し，現在に至る．

［講師］
高村伸一氏（元トヨタ自動車㈱）

7
技術者・スタッフのための
製造物責任法（PL法）解説セミナー

1995年の製造物責任法（PL法）施行以降，
製品安全に対する法的責務は一層厳格化してい
る．製品事故や品質不祥事の発生を背景に，企
業には安全確保のための管理体制整備が強く求
められている．

本セミナーは，2012年にPLの基本理念を理
解した品質保証スタッフや製品安全コーディ
ネーターの育成を目的に，「PS/PLマネジメン
トコース」として開設し，2023年にリニュー
アルとともに改称し，現在に至る．

［講師］
阿部道明氏（中央大学名誉教授）

8 信頼性技法実践講座：信頼性物理

市場や工程で発生した故障事例は膨大であ
り，知識・情報の収集や蓄積による未然防止・
再発防止には限界がある．この課題に対し，故
障を物理現象として捉え，根本原因を明確化す
る「信頼性物理ベースのアプローチ」が有効で
ある．本講座は，事例をもとに現象を解説し，
信頼性試験や故障解析に従事する技術者のみな
らず，全技術者に有用な内容として，2024年
にオンデマンド形式で開設し，現在に至る．

［講師］
門田　靖氏（リコー㈱）

9 信頼性技法実践講座：故障解析

製品の高機能化・複雑化や生産・調達のグロー
バル化，製品事故へのリスク対応などを背景に，
故障解析力の強化が求められている．本講座は，
現場で活躍する専門技術者が具体的事例に基づ

き故障解析のノウハウを解説し，共通課題の解
決に資することを目的として，2024年にオン
デマンド形式で開設し，現在に至る．

［講師］
藤本直伸氏（内藤電誠工業㈱），高森　圭氏

（沖エンジニアリング㈱），田中正敏氏（宇宙航
空研究開発機構）

10 信頼性・保全性・安全性シンポジウム

　1971年に第１回「信頼性・保全性シンポ
ジウム」を開催し，その後，年１回継続開催し
てきたが，2020年はCOVID-19の影響で開催
を1年延期し，2021年の第50回を機に『信頼性・
保全性・安全性シンポジウム（RMSシンポジ
ウム）』と名称を変更し，2025年で第54回を数
える．半世紀を振り返り，時代がCPS（Cyber-
Physical System）へと移り変わる中，信頼と
安全を顧客と社会に与え続けるためには，安全
性を造り込むことが重要であるとし，名称に「安
全性」を加えるに至った．

［信頼性・保全性・安全性シンポジウム］
略称：RMSシンポジウム
Ｒ：Reliability（信頼性）
M：Maintainability
　　（保全性）
Ｓ：Safety（安全性）

RMS シンポジウム
ロゴ

▶RMSシンポジウム専用サイト
　https://www.juse.jp/rms/
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［54RMS組織委員会］
委員長　：田中健次氏（電気通信大学）
副委員長：弓削哲史氏（防衛大学校）
　　　　　久保秀之氏（ユーロフィンFQL㈱）

本シンポジウムでは，時流にあった講演をは
じめ，一般の研究発表，企画セッションのプロ
グラムで開催している．第10回から，推奨報
文制度を設け，参加者の推薦のもとに本シンポ
ジウム組織委員会にて，受賞対象を決定してい
る．第54回までの受賞件数は，以下のとおり
である．

11 日科技連認定 信頼性技術者資格認定制度

「信頼性技術者資格認定制度（JCRE）」とは，
日科技連が信頼性工学の普及と発展を通じ，信
頼性・品質保証業務に携わる技術者の問題解決
能力の向上を図るために「信頼性技術者」を資

［第 10 回～第 54 回までの受賞件数］
優秀報文賞
※ 2018 年第 48 回に推奨報文賞から改称 108 件

優秀事例賞
※ 2019 年第 49 回に新設 7 件

奨励報文賞 33 件

奨励発表賞
※ 2019 年第 49 回に新設 7 件

（特別賞）
※ 2018 年第 48 回に特別賞を分化し， 
　技術貢献賞，学術賞を新設

11 件

・学術賞 *1 1 件

・技術貢献賞 *2 1 件

*1 学術賞：発表の内容が学術的また労力的見地からみて表
彰に値すると判断されるもの

*2 技術貢献賞：発表内容が啓蒙的で参加者にとっておおい
に有益であると判断されるもの

［信頼性 ･ 保全性 ･ 安全性シンポジウム　メインテーマ］
回数 年 メインテーマ
46 2016 信頼性 ･ 保全性と ICT
47 2017 エネルギーの有効活用と信頼性・保全性
48 2018 新たな時代の信頼性と未然防止
49 2019 つながる時代の信頼性と未然防止
50 2021 半世紀を超えた信頼性 ･ 保全性さらに安全性が進むべき道
51 2022 信頼性・保全性・安全性におけるデータサイエンスと AI
52 2023 サステナビリティの実現に向けた信頼性 ･ 保全性 ･ 安全性
53 2024 デジタル変革時代と信頼性・保全性・安全性
54 2025 DX で実現する持続可能な未来

＊ 44 回（2014 年），45 回（2015 年）はテーマ設定せず

格認定し，評価登録するものである．信頼性全
般についての基礎的知識を有し，基本的な問題
の解決に有効な信頼性手法を利用することがで
き，信頼性の向上活動を自ら実践できるエキス
パートと判定された方には「信頼性技術者」資
格が授与される．

信頼性技術者資格は，日科技連主催の「信頼
性技術者資格認定試験」に合格し，「信頼性技
術者資格認定委員会」における審議を経て認定
されるものである．

2007 年から実施し，2026年３月末日現在の
有資格者は，初級942名，中級14名，上級26
名となった．

［信頼性技術者資格］
「信頼性技術者」には，３つの種類がある．
・初級信頼性技術者
・中級信頼性技術者
・上級信頼性技術者

▶信頼性技術者資格認定制度（JCRE）
https://www.juse.or.jp/src/seminar/detail/page/qualify-02

［資格要件および要求される能力］

初
級

・初級信頼性技術者資格認定試験に合格していること
・信頼性全般についての基礎的知識を有し，基本的な
　問題の解決に有効な信頼性手法を利用することがで
　きること

中
級

・初級信頼性技術者の資格を有していること
・中級信頼性技術者資格認定試験に合格していること
・信頼性全般についての基礎的知識に加え，信頼性の
　専門分野における知識と実務経験を有し，その分野
　の問題を自主的に解決することができ，また初級信
　頼性技術者レベルの指導・教育を行うことができる
　こと

上
級

・中級信頼性技術者の資格を有していること
・上級信頼性技術者資格認定試験に合格していること
・信頼性に関する実務経験が3年以上あること
・信頼性全般についての一般的知識に加え，信頼性の

専門分野における卓越した知識と豊富な実践経験を
有し，その分野の問題解決を指揮・指導することが
でき，また中級信頼性技術者レベルの指導・教育を
行うことができること


